
タイトル アプローチ 
「仲間づくり」⑦  53 上手な断り方 

（活動概要） （関連する力） 
タイミング 活 動 所 要 

長期休業明け 教 室 50 分 
（実施時期） 場 所 時 間 

幼・小低・小中・小高 
対 象 ３人組の 活 動 

学活 対象学年 
規 模 グループ 場 面 中１・中２・中３・高 

〈背景〉友だちと一緒に行動したいという気持ちから、自分の気持ちを抑えて相手

に合わせてしまうことがある 活動の 
ねらい ・要求に応じられないときは適切に断る 

・相手に対して自分の意見をはっきり言えるようにする 

準 備 ・ワークシート  ・ふり返りシート  ・筆記用具 

学 習 ・ 活 動 支援の観点・留意点等 資料等 

１ 導入（５分） 
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参考：吉沢克彦・野澤一吉「エンカウンターで学級づくり １２か月 ～中学２年～」（明治図書） 

・自分の気持ちにそわなかったのに、断れな

かった経験を思い出す 
 
 
２ 主活動 
○やり方を知る 
・３人組のグループに分かれ、役割を決める

（頼む側、断る側、観察者の役割を決める）

・ワークシートの課題から１つ選び、頼む側、

断る側、それぞれが自分の役割を演じるロ

ールプレイングを２分間行う 
・観察者は、断る側がどれくらい上手に断れ

たか判定する 
 
○ロールプレイングを行う 

・相手を非難するのではなく、

断れなかった自分に目を向け

るようにする 
 
 

・観察者が判定する 
○役割交代してロールプレイングを行う 
・観察者が判定する 
○上手な断り方のポイントを整理する 
・上手な断り方をしていた人をクラス全体に

発表する 
○もう一度、もとの３人組でロールプレイを

行う 
 
３ ふり返り（５分） 
・今日の授業についての感想を書く 

 
・教師が模範を見せるとよい 
・勝敗を決めることにこだわら

ない 
 
 
 
 
 
 
・上手な断り方の例 
①頼みを聞けないことを謝る 
②断る理由を言う 
③断りを表明する 
④代わりの意見を言う 
 
 
 

ワークシート 
 
 
 
 
 
 
ふり返りシート 

配慮事項 

・相手の人格を攻撃することや、感情的にならないようにする 
・勝敗にこだわるゲームではない 
・相手と自分の両者が気持ちのよい断り方をするという視点を大切にする 
・課題は、生徒が積極的に取り組めるよう適切な内容に変更すると効果的 

上手に断ることができるようになろう 
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「上手な断り方」ワークシート 
 年  組  番 氏名         

 
１．対戦時間は２分間です。交代しながら３回行います。 

３人組で対戦します。 一人は頼む側 一人は断る側 一人は観察者 

 

○あなたたちは学校でもとても仲の良い２人です。ある日、一方から下のようなお

願いがありました。しかし、あなたはどうしても断らなければなりません。あな

たはどのようにして断りますか？ 

○断る側は、いといろと理由を考えて時間いっぱい断り続けてください。 

○観察者は、断る側がどれだけ上手に断ることができたか判定してください。 

課題 

①（テスト前の大事な時に）「今度の土日にノートを貸してくれない？」 

②「宿題を見せてくれない？」 

③「今日の部活動の練習を一緒にさぼっちゃわない？」 

④「あの子むかつくから、無視しようよ。」 

⑤「文化祭の主役、あなたがやってくれない？」 

⑥ 

判定用紙 

 １回目 ２回目 ３回目 

対戦者氏名 ＶＳ ＶＳ ＶＳ 

断り方で 

よかったところ 
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「上手な断り方」ふり返りシート 

  年  組  番           

４ よくできた  ３ まあまあできた  ２ あまりできない  １できなかたった 

 

１ 自分からすすんで取り組めました            ４－３－２－１ 

２ 活動を楽しめました                  ４－３－２－１ 

３ しっかり断ることができました             ４－３－２－１ 

４ 上手な断り方のポイントがわかりました         ４－３－２－１ 

 

「上手な断り方」の感想を書こう。 

 

 

 
 


